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平清盛と同じ時代を生き

「平家に非ずιば人に非ず」と豪語した

“平大納言時忠"の奥能登にまつわる秘話。

平時忠とは
平 時忠 (たいら の ときただ)は、平安時代末期の公卿で、父は平時

信、母は令子内親王家に任えた召使いの女性でした。平清盛の妻、時子
の弟であり、清盛の義弟になりま丸

1167年に参議、l179年に正二位、H83年には権大納言の地位に昇る
など出世を重ねま九 二度の失脚を経験するなど波乱にみちた道のりな

がら、非蔵人 (天皇の秘書見習い)から権大納言にまで昇進したことか

ら、政治家として希有の存在だったといえます。時忠が亡くなったことを

知った源頼朝でさえ、その死を悼んだと言われていま丸

墓織蠍:胤」皇i「轟ゝ
1177年 には延暦寺が起こした強訴を鎮めるため、時忠は延暦寺に乗
り込んで交渉にあたり、詰め寄る群衆の怒りを見事に鎮めたという11い
伝えがあります。

1183年 7月、時忠は京を逃れる平氏の西走に同行しまt l184年 に平
氏が一の谷の戦いて大敗した後、後白河法 lilは 三種の神器の返還を求
めて平氏に使者を送りますが、時忠はその使者の顔面に焼き印を押して

追い返したといいまた

終馬の地
1185年 3月 に壇ノ浦で生きたまま捕えられましたが、三種の神器の
つ
‐
神鏡」を守った功績により減刑を願い、また娘を源義経に嫁がせた
ことや、平氏とはいえ時忠が武士ではなく文官貴族であったため、死刑
ではなく能登への配流とされました。能■に流さオtてから4年後の1189

年2月 2411、 現在の石川県珠洲市大谷田」
′`
したと伝えらたていま丸

平
氏
〓

■
〓
∵
・ 国

「

郷 :

〒9292392石川県輪島市三井町洲衛10部 11番 1能登空港ターミナルヒル lF
TEL 0768‐2●2555 FAX 0768 26 2557 httpプ /www hotlshkawajp/notOna● /

〒92ア 1213石川県珠洲市野 江々町シの部15番地 通の釈すすなり内
TEL 0768 82 4688 FAX 0768 82 6360 httpプ /www notohantouip/

TEL0768 22 1503 FAX0768 22 0136 httpノ /www walimaonsen com/

TEL0768 82 7776 FAX 0768 82 5220 htp′ /www dtysuzu`hikawaJp/

清盛と出会い、清盛の政治的支柱となり、
姉・時子が清盛に、妹・滋子は後白河上皇に嫁ぎ、
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上時国 家 (かみときくにけ)【重要文化財】

輪島市町rf口 r南時国 iI′ i時代後期に 28

年をかけて建てられた最大級の本遣民家

藩政

"に
は天領人ll屋 として栄えた いの■

要文化財、庭回は国の名勝

電話 0768320171

須須神社

珠洲市■家町に鎮庫する古代北方鎮議の

ネ上タブノキやスタジイなどが繁る、広人な境

内のネt屁は国の人然・捻 物 予約があれば、

義経か本納したと伝えられる蝉折れのIFlな

ど、貴lTな終 i`を拝 ,こできる

電話0768882772

時国家 (ときくにり 【重要文化財】

輪島‖i町野町西時口 ir,i時代初
"lに

建

てられた ケヤキの人黒llが」を引く許院遣

り藩政
"1に

は加賀おの十‖役に年するIIl職

についた lJの重要文化財、庭日は国の名勝

電話076832∞ 75

能登平家の郷モニュメント

輪島市
"了

野町曽々木海
'卜

〈日の名勝天然

i鯰物 )ο ,「窓岩ホケットハーク_内に、1=成

23年建

"モ
ニュメント付近の眺めは北西に

日本海、南束に甘!IIメ :倉 山か
'イ
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平時忠と一族の墓 【石川県指定史跡】

イi川 lt4洲 ‖i人谷町I‖ rtの I‖貞耀敷地

の 角にあり、その中で′itti臓 印塔が醍
イ「する最も大きな塔か 時忠の■と,itヽ伝
えられています

平時忠歌碑

珠洲市大谷口rttrlに は11時忠が詠んだ歌

碑がある .rl波 の打ち驚かす∵;の |:に寝ら

えて松の最世経めらん と詠まれた時忠の
人裔といわれている俳人・山lI誓 子が椰宅

された
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